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自分のノートを参照してよい．（ただし，本は見ないこと．）

[1] s > 0に対し，

lim
n→∞

∫ n

0

(
1 − t

n

)n

ts−1 dt =
∫ ∞

0

e−tts−1 dt

であることを示せ．(右辺はΓ(s)の定義である．)

[2]

lim
n→∞

∫ ∞

0

(
1 +

x

n

)−n

x−1/n dx

を求めよ．

[3] 集合X上の完全加法族 Bと測度µについて考える．f(x)がX上可積分であれば，任意

のε > 0に対し，「A ∈ B, µ(A) < δならば，|
∫

A

f(x) dµ| < ε」となるようなδ > 0 が存在す

ることを示せ．

解答は別紙に書いて下さい．解答用紙の裏面を使用してもけっこうです．


